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韓
国
・
労
使
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
と 

労
使
関
係 

   

Ⅰ 

は
じ
め
に 

 

韓
国
で
は
一
九
五
三
年
に
、
韓
国
労
働
法

の
四
本
柱
と
も
い
え
る
勤
労
基
準
法
、
労
働

組
合
法
、
労
働
争
議
調
整
法
、
労
働
委
員
会

法
が
制
定
さ
れ
た
。
制
定
当
時
に
適
用
さ
れ

て
い
た
旧
日
本
労
働
法
を
モ
デ
ル
に
し
て
草

案
が
作
ら
れ
た
た
め
、
法
の
体
系
・
内
容
は

日
本
の
法
制
度
に
き
わ
め
て
似
て
い
る
。
労

使
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
も
例
外
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
集
団
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
労

働
委
員
会
制
度
、
勤
労
基
準
法
に
違
反
す
る

行
為
を
監
督
・
是
正
す
る
た
め
の
勤
労
監
督

官
制
度
、
最
終
的
か
つ
フ
ォ
ー
マ
ル
な
労
働

紛
争
解
決
機
関
と
し
て
の
裁
判
制
度
が
、
日

本
と
同
様
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

そ
う
し
た
制
度
の
一
部
は
、
韓
国
の
国
情

に
適
合
す
る
形
で
徐
々
に
機
能
が
変
化
し
て

き
て
い
る
。
た
と
え
ば
労
働
委
員
会
は
、
制

度
の
導
入
時
は
日
本
の
労
働
委
員
会
と
ほ
ぼ

同
じ
機
能
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
再
編
さ
れ

て
個
別
的
紛
争
で
あ
る
不
当
解
雇
事
件
を
も

取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で
は
個
別

紛
争
の
解
決
が
よ
り
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占

め
る
に
到
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
沿
革
的
に

集
団
紛
争
の
解
決
を
前
提
に
設
計
さ
れ
た
労

働
委
員
会
が
個
別
紛
争
を
解
決
す
る
に
は
制

度
的
限
界
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
最
近
で
は

司
法
改
革
の
一
環
と
し
て
、
労
働
委
員
会
制

度
の
再
編
や
労
働
裁
判
制
度
の
導
入
な
ど
、

労
使
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
の
再
編
の
議
論
が

活
発
化
し
て
い
る
。 

　
以
下
で
は
、
現
在
の
労
使
紛
争
解
決
シ
ス

テ
ム
の
全
体
像
、
実
態
、
問
題
点
等
を
概
観

し
た
上
で
、
最
近
の
同
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

を
め
ぐ
る
動
き
を
概
説
す
る
。 

   

Ⅱ 

労
使
紛
争
解
決
機
関 

 

一
　
労
働
委
員
会 

　
労
働
委
員
会
は
公
・
労
・
使
を
代
表
す
る

各
同
数
の
委
員
か
ら
成
る
独
立
行
政
機
関
で
、

主
に
労
働
争
議
に
対
す
る
調
整
業
務
と
、
不

当
労
働
行
為
や
不
当
解
雇
に
対
す
る
判
定
業

務
等
を
行
う
。
当
初
は
不
当
労
働
行
為
の
救

済
や
労
働
争
議
の
調
整
が
主
た
る
任
務
で
あ

っ
た
が
、
一
九
八
九
年
の
勤
労
基
準
法
改
正

に
よ
り
個
別
的
な
解
雇
紛
争
ま
で
取
り
扱
う

よ
う
に
な
っ
た
。
中
央
労
働
委
員
会
（
以
下
、

中
労
委
）、
地
方
労
働
委
員
会
（
以
下
、
地

労
委
）
及
び
特
別
労
働
委
員
会
が
あ
り
、
中

労
委
（
ソ
ウ
ル
に
一
カ
所
）
と
地
労
委
（
地

方
に
一
二
カ
所
）
は
労
働
部
長
官
の
下
に
、

特
別
労
働
委
員
会
と
し
て
船
員
労
働
委
員
会

（
一
一
カ
所
）
が
交
通
部
長
官
の
下
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。
労
使
紛
争
を
迅
速
・
低
廉
に

解
決
す
る
た
め
、
労
働
委
員
会
は
裁
判
所
と

は
異
な
り
出
訴
期
間
が
短
く（
１
）、
ま
た
弁

護
士
に
比
べ
て
費
用
の
安
い
公
認
労
務
士（
２
）

に
よ
る
代
理
を
認
め
て
い
る
。 

　
労
働
委
員
会
に
お
け
る
紛
争
処
理
手

続
き
は
、
労
使
当
事
者
が
地
労
委
に
対

し
て
救
済
の
申
し
立
て
や
調
整
を
申
請

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
地
労
委
の
決

定
や
判
定
に
不
服
の
あ
る
当
事
者
は
、

中
労
委
に
再
審
査
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
中
労
委
の
決
定
や
判
定
に
不
服

の
あ
る
当
事
者
は
、
さ
ら
に
行
政
裁
判

所
に
行
政
処
分
取
り
消
し
訴
訟
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
委
員
会
は
、

審
問
の
結
果
、
申
し
立
て
事
実
の
全
部

ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
理
由
が
あ
る
と

判
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
全
部
ま
た
は

一
部
に
対
し
て
救
済
命
令
を
発
し
、
理

由
が
な
い
と
判
定
し
た
と
き
に
は
、
棄

却
命
令
を
発
す
る
。 

 

労
働
委
員
会
に
お
け
る
紛
争
処
理
状

況
を
み
る
と
、
判
定
事
件
・
調
整
事
件

と
も
に
一
九
八
八
・
八
九
年
を
ピ
ー
ク

と
し
て
徐
々
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
時
期
に
労
使
紛
争
が
急
増
し
た
の

は
、
政
治
的
民
主
化
の
影
響
を
受
け
て

大
規
模
な
労
働
争
議
が
発
生
し
た
た
め

で
、
そ
の
後
は
労
使
関
係
の
沈
静
化
に

伴
い
労
働
争
議
（
調
整
事
件
）
は
激
減

し
た
。
し
か
し
九
〇
年
代
後
半
の
金
融
危
機

後
は
雇
用
調
整
に
伴
う
解
雇
事
件
が
急
増
し
、
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現
在
は
労
働
委
員
会
に
持
ち
込
ま
れ
る
事
件

の
約
七
〜
八
割
を
解
雇
事
件
が
占
め
て
い
る

（
図
表
２
）。
労
働
委
員
会
で
は
和
解
に
よ
る

解
決
を
進
め
て
い
る
た
め
、
審
判
事
件
の
半

数
は
和
解
に
よ
り
終
結
す
る
。
紛
争
処
理
期

間
は
平
均
七
〇
日
、
中
労
委
に
再
審
査
を
求

め
る
比
率
は
約
五
六
％
、
行
政
訴
訟
を
提
起

す
る
比
率
は
約
三
八
％
で
あ
る
（
い
ず
れ
も

二
〇
〇
四
年
）。 

 

二
　
裁
判
所
（
３
） 

　
韓
国
で
は
日
本
と
同
様
に
、
解
雇
を
含
む

労
使
紛
争
は
一
般
民
事
事
件
と
と
も
に
裁
判

手
続
き
を
通
じ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。
裁
判

手
続
き
も
日
本
と
同
様
に
「
三
審
制
」
で
あ

り
、
そ
の
他
の
仮
処
分
手
続
き
、
民
事
調
停

手
続
き
、
審
理
手
続
き
、
救
済
内
容
な
ど
に

お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
。 

 

中
労
委
の
決
定
や
判
定
の
取
り
消
し
を
求

め
る
行
政
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
は
、
日
本

と
異
な
り
、
行
政
裁
判
所
が
第
一
審
と
な
る
。

行
政
裁
判
所
の
控
訴
審
は
高
等
裁
判
所
で
あ

り
、
そ
の
上
告
審
は
最
高
裁
判
所
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
労
働
委
員
会
に

お
け
る
紛
争
処
理
手
続
き
は
、
地
労
委
↓
中

労
委
↓
行
政
裁
判
所
↓
高
等
裁
判
所
↓
最
高

裁
判
所
と
い
う
「
五
審
制
」
と
な
る
。 

 
裁
判
所
は
、
訴
額
二
〇
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
以

下
の
事
件
を
担
当
す
る
「
小
額
裁
判
部
」
と

軽
微
ま
た
は
簡
単
な
事
件
を
担
当
す
る
「
単

独
裁
判
部
」、
比
較
的
争
点
が
複
雑
な
事
件

を
担
当
す
る
「
合
意
部
」
の
三
つ
に
わ
か
れ

て
い
る
。
民
事
裁
判
手
続
き
に
お
け
る
労
働

関
係
事
件
の
受
理
件
数
を
み
る
と
、
賃
金
関

係
が
最
多
で
一
万
四
六
七
六
件
を
占
め
、
次

い
で
損
害
賠
償
関
係
、
退
職
金
関
係
、
解
雇

関
係
の
順
で
あ
る（
図
表
３
）。
一
方
、
行
政

裁
判
手
続
き
に
お
け
る
労
働
事
件
の
受
理
件

数
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
四
〇
〇
件
強
か
ら
二

〇
〇
一
年
に
は
五
〇
〇
件
を
超
え
、
以
降
増

加
傾
向
に
あ
る
。 

 

以
上
の
一
般
裁
判
手
続
き
と
は
別
に
、
韓

国
で
は
日
本
に
は
な
い
憲
法
裁
判
所
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
憲
法
裁
判
所
は
、
法
律
の
違

憲
い
か
ん
、
弾
劾
、
政
党
の
解
散
、
国
家
機

関
お
よ
び
地
方
自
治
団
体
相
互
間
の
権
限
争

議
、
憲
法
訴
願
な
ど
を
審
判
す
る
た
め
に
、

一
九
八
八
年
に
設
立
さ
れ
た
特
別
裁
判
所
で

あ
る（
憲
法
裁
判
所
法
第
二
条
）。
同
裁
判
所

は
、
一
九
八
九
年
一
月
二
五
日
に
初
の
違
憲

判
決
を
下
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の

違
憲
判
決
を
出
し
て
お
り
、
労
働
関
係
法
令

に
関
す
る
も
の
も
か
な
り
多
い
。 

　
三
　
そ
の
他 

　
労
使
紛
争
を
処
理
す
る
行
政
機
関
と
し
て

は
、
労
働
委
員
会
の
ほ
か
に
「
勤
労
監
督
官
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
勤
基
法
を
は
じ
め
労
働
関

係
法
令
に
違
反
す
る
行
為
を
監
督
す
る
監
督

機
関
だ
が
、
実
際
に
は
労
使
紛
争
の
処
理
機

能
も
果
た
し
て
い
る
。
勤
労
監
督
官
は
、
勤

基
法
等
に
違
反
し
た
使
用
者
に
対
し
て
、
二

五
日
以
内
に
こ
れ
を
是
正
す
る
よ
う
行
政
指

示
を
出
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
法
律
が
定

め
る
一
定
の
範
囲
内
で
司
法
警
察
官
の
職
務

権
限
を
行
使
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
勤

基
法
一
〇
四
条
五
項
）（
４
）。 

　
勤
労
監
督
官
に
関
す
る
職
制
は
、
ま
ず
、

労
働
部
長
官
所
属
の
下
に
地
方
労
働
庁
（
六

カ
所
）
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
下
に
地
方
労
働

事
務
所
（
三
五
カ
所
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

各
地
方
労
働
事
務
所
で
勤
労
監
督
業
務
に
従

事
す
る
監
督
官
の
数
は
、
一
九
九
〇
年
現
在

六
一
六
人
で
あ
る
。 

　
た
だ
し
、
勤
労
監
督
官
は
あ
く
ま
で
も
労

働
者
の
申
し
立
て
に
基
づ
き
、
勤
基
法
等
に

違
反
し
た
行
為
を
摘
発
・
是
正
す
る
監
督
機

関
で
あ
る
。
労
使
当
事
者
（
特
に
使
用
者
）

が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
円
満
な
解
決
を

は
か
る
た
め
の
紛
争
処
理
機
関
と
は
い
い
難

い
。
ま
た
、
法
律
に
明
ら
か
に
反
す
る
行
為 
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は
と
も
か
く
、
整
理
解
雇
の
よ
う
な
精
緻
な

判
断
を
要
す
る
事
案
を
監
督
官
が
判
断
す
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
専
門
的
知
識
を
も

つ
有
能
な
監
督
官
な
ら
そ
う
し
た
事
件
に
も

対
応
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
実
の
監

督
官
は
短
期
間
の
交
替
制
や
専
門
教
育
の
不

足
な
ど
に
よ
り
、
必
ず
し
も
そ
う
し
た
能
力

を
有
さ
な
い
。
人
数
も
限
ら
れ
て
お
り
、
現

実
的
に
は
、
監
督
官
が
個
別
的
労
働
関
係
事

項
か
ら
集
団
的
労
使
関
係
事
項
に
至
る
多
数

の
事
件
に
対
応
す
る
こ
と
は
期
待
し
難
い
。 

 

こ
の
ほ
か
に
も
、
男
女
雇
用
平
等
法
の
実

現
や
同
法
上
の
紛
争
を
調
整
す
る
た
め
の
「
雇

用
平
等
委
員
会
」
が
各
地
方
の
労
働
庁
に
設

置
さ
れ
（
男
女
雇
用
平
等
法
第
二
七
条
〜
二

九
条
）、
ま
た
男
女
差
別
事
項
に
対
す
る
調

査
・
是
正
勧
告
そ
の
他
男
女
間
の
差
別
を
改

善
す
る
た
め
の
「
男
女
差
別
改
善
委
員
会
」

が
女
性
部
長
官
の
下
に
設
け
ら
れ
て
い
る
（
男

女
差
別
禁
止
お
よ
び
救
済
に
関
す
る
法
律
第

九
条
〜
二
〇
条
）。
こ
れ
ら
の
行
政
機
関
も

勤
労
監
督
官
と
同
様
に
、
基
本
的
に
は
労
働

関
係
法
令
に
違
反
す
る
行
為
の
摘
発
・
是
正

が
主
た
る
目
的
で
あ
り
、
労
使
紛
争
処
理
機

関
と
し
て
の
役
割
は
制
限
的
で
あ
る
。 

 

　 
 

Ⅲ 

労
使
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム 

　
　 

の
問
題
点
と
見
直
し 

 

一
　
労
働
委
員
会
制
度
の
見
直
し 

　
労
使
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
の
中
心
に
据
え

ら
れ
た
労
働
委
員
会
は
、
労
働
争
議
の
調
整

や
不
当
労
働
行
為
の
救
済
を
は
じ
め
解
雇
紛

争
の
よ
う
な
個
別
紛
争
に
至
る
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
労
使
紛
争
を
解
決
し
、
労
使
平
和
に

大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
本
来
は
集
団
的
労
使
紛
争
を
解
決

す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
労
働

委
員
会
が
個
別
的
権
利
紛
争
を
処
理
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。 

 

た
と
え
ば
、
す
べ
て
の
労
働
委
員
会
が
中

央
政
府
（
労
働
部
）
の
管
理
下
に
置
か
れ
、

ま
た
、
現
行
法
の
な
か
に
は
国
や
政
府
機
関

の
介
入
の
余
地
を
残
し
て
い
る
規
定
も
あ
る

（
５
）。
労
使
紛
争
を
専
門
的
に
解
決
す
る
た

め
の
労
働
問
題
の
専
門
家
が
少
な
い
こ
と
も
、

問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
最
近
は
不
当

解
雇
事
件
な
ど
の
個
別
紛
争
が
増
加
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
審
査
官
の
数
は
従
前
ど

お
り
の
た
め
、
審
査
官
一
人
当
た
り
の
担
当

件
数
は
年
間
一
一
五
件
を
超
え
、
事
件
処
理

が
遅
延
す
る
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。 

 
そ
の
た
め
、
労
使
関
係
制
度
先
進
化
研
究

委
員
会（
６
）は
、
二
〇
〇
三
年
の
「
労
使
関

係
法
・
制
度
先
進
化
方
案
」
報
告
書
に
お
い

て
、
専
門
家
の
確
保
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な

改
善
策
を
具
体
的
に
提
示
し
、
将
来
の
労
働

委
員
会
の
改
革
に
反
映
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

二
　
裁
判
制
度 

　
労
使
紛
争
の
終
着
駅
は
、
常
に
裁
判
所
で

あ
る（
図
表
４
）。
た
と
え
ば
、
労
災
補
償
を

め
ぐ
る
紛
争
は
、
勤
労
福
祉
公
団
↓
労
災
保

険
審
査
委
員
会
↓（
不
服
）↓
行
政
裁
判
所
↓ 

高
等
裁
判
所（
特
別
部
）↓
最
高
裁
判
所
の
順

と
な
り
、
不
当
労
働
行
為
事
件
や
不
当
解
雇

事
件
は
、
地
労
委
↓
中
労
委
↓（
不
服
）↓
行

政
裁
判
所
↓ 

高
等
裁
判
所（
特
別
部
）↓
最

高
裁
判
所
の
順
と
な
る
。
そ
の
他
の
紛
争（
賃

金
、
解
雇
、
損
害
賠
償
な
ど
）
は
、
地
方
裁

判
所
↓
高
等
裁
判
所（
民
事
部
）↓
最
高
裁
判

所
の
順
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
労
災
事
件

や
不
当
労
働
行
為
、
解
雇
事
件
は
、
事
実
上

「
五
審
制
」
と
な
っ
て
い
る
（
不
当
解
雇
事

件
は
、
労
働
委
員
会
を
通
じ
て
裁
判
に
救
済

を
求
め
る
手
続
き
と
と
も
に
、
直
接
地
方
裁

判
所
の
民
事
裁
判
手
続
き
に
訴
え
る
こ
と
が

で
き
る
）。 

 

そ
の
結
果
、
多
く
の
労
働
事
件
（
特
に
解

雇
事
件
）
で
は
、
最
終
の
五
段
階
に
辿
り
着

く
ま
で
は
権
利
義
務
関
係
が
確
定
さ
れ
な
い

た
め
に
、
そ
の
間
の
雇
用
関
係
が
不
安
定
に

な
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、

労
働
事
件
が
裁
判
所
と
労
働
委
員
会
で
並
列

的
に
進
め
ら
れ
る
場
合
、
両
機
関
の
判
断
が

異
な
る
場
合
は
ど
ち
ら
の
判
断
を
優
先
す
べ

き
か
等
、
よ
り
や
や
こ
し
い
問
題
が
生
じ
う

る
。
さ
ら
に
、
民
事
裁
判
手
続
き
は
基
本
的

に
一
般
の
民
事
事
件
の
解
決
を
前
提
と
し
て

い
る
た
め
に
、
労
働
関
係
の
特
殊
性
を
反
映

し
て
い
る
複
雑
な
事
件
に
は
十
分
対
応
で
き

な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。 

　
そ
こ
で
、
司
法
改
革
委
員
会
は
二
〇
〇
四

年
一
二
月
、
労
働
事
件
の
特
殊
性
を
考
慮
し
、

そ
れ
を
効
率
的
か
つ
専
門
的
に
解
決
す
る
た

め
の
専
門
裁
判
所
ま
た
は
専
門
裁
判
部
の
設

置
を
提
案
し
た（
７
）。 

 

こ
の
提
案
を
受
け
て
同
委
員
会
の
な
か
に

設
置
さ
れ
た
「
労
働
紛
争
解
決
制
度
委
員
会
」

で
は
、
労
働
裁
判
所
の
導
入
や
労
働
委
員
会

の
改
変
な
ど
、
労
使
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
全

体
に
対
す
る
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。
し

か
し
、
労
働
裁
判
所
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て
は
、

労
使
団
体
や
政
府
、
労
働
部
、
労
働
委
員
会

な
ど
各
界
の
利
害
関
係
が
絡
み
、
な
か
な
か

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
た
と
え
ば
使
用
者
側
が
基
本
的
に
は

労
働
裁
判
所
の
導
入
に
反
対
し
て
い
る
一
方
、

組
合
は
導
入
を
歓
迎
し
て
い
る
。
政
府
、
労

働
部
、
労
働
委
員
会
は
い
わ
ば
使
用
者
寄
り

で
、
現
状
を
維
持
し
つ
つ
必
要
な
ア
レ
ン
ジ
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を
加
え
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。 

 
こ
う
し
た
な
か
、
ソ
ウ
ル
の
中
央
地
方
裁

判
所
で
は
、
労
働
問
題
に
詳
し
い
三
三
人
の

学
者
や
弁
護
士
な
ど
か
ら
成
る
「
労
働
事
件

専
門
調
停
委
員
会
」
制
度
を
導
入
し
、
労
働

事
件
に
対
す
る
調
停
的
解
決
を
は
か
る
試
み

を
二
〇
〇
五
年
九
月
一
日
か
ら
試
験
的
に
開

始
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
が
良
け
れ
ば
、
来

年
か
ら
全
国
に
拡
大
す
る
計
画
で
あ
る
。 

　
三
　
勤
労
監
督
官
制
度 

　
現
行
労
働
法
は
、
賃
金
不
払
い
や
不
当
解

雇
、
不
当
労
働
行
為
に
つ
い
て
刑
事
処
罰
規

定
を
定
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者

は
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
し
た
使
用
者
を
勤
労

監
督
官
に
陳
情
、
告
訴
、
告
発
を
し
て
、
そ

の
是
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
の

勤
労
監
督
署
に
お
け
る
紛
争
処
理
状
況
を
み

る
と
、
二
〇
〇
四
年
の
場
合
、
全
国
の
監
督

署
に
受
理
さ
れ
た
件
数
は
二
一
万
四
五
六
四

件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
行
政
処
理
が
一
〇

万
七
七
五
五
件
で
最
も
多
く
、
司
法
処
理
が

九
万
二
一
七
八
件
、
対
象
外
が
七
四
六
二
件

と
な
っ
て
い
る
。
違
反
の
内
容
は
、
賃
金
関

係
の
金
品
清
算
関
連
事
件
が
約
九
七
％
と
圧

倒
的
に
多
く
、
不
当
解
雇
事
件
、
不
当
労
働

事
件
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
三
件
、
一
一
六
五

件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
勤
労
監
督
官
が
処
理
す
る

事
件
は
賃
金
絡
み
の
金
品
清
算
事
件
に
集
中

し
て
お
り
、
最
近
は
景
気
後
退
や
雇
用
調
整

の
影
響
も
あ
っ
て
受
理
件
数
が
増
え
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
勤
労
監
督
官
一
人
が
年
間
に
担

当
す
る
事
件
の
数
は
二
九
〇
件
に
達
し
、
監

督
官
の
業
務
過
重
、
平
均
処
理
日
数
の
遅
延

（
平
均
処
理
日
数
は
五
一
日
）
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
勤
労
監
督
官
が
本
来
の
機
能
を

果
す
た
め
に
は
、
労
働
問
題
に
関
す
る
専
門

知
識
や
経
験
を
有
す
る
監
督
官
を
い
か
に
確

保
す
る
か
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。 

   

Ⅳ 

お
わ
り
に 

　
現
在
の
労
働
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
が
で
き

て
か
ら
、
半
世
紀
が
経
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、

労
働
委
員
会
、
裁
判
所
、
勤
労
監
督
官
は
労

使
紛
争
の
解
決
に
お
い
て
「
三
役
」
と
称
さ

れ
る
ほ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
十
分
に
果

し
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
は
企
業
の
国
際

化
や
雇
用
の
多
様
化
、
組
合
組
織
率
の
低
下

が
進
む
な
か
、
労
使
紛
争
の
様
子
も
変
化
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
全
労
働
者
の
五
割
超

を
占
め
る
非
正
規
労
働
者
（
派
遣
労
働
、
有

期
雇
用
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）
の
雇
用
を
め

ぐ
る
問
題
や
、
セ
ク
ハ
ラ
、
労
働
条
件
の
変

更
問
題
に
至
る
ま
で
、
紛
争
が
多
様
化
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
変
化
は
現
行
の
労

使
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
が
制
定
さ
れ
た
当
時

は
予
測
で
き
ず
、
紛
争
処
理
に
お
い
て
乖
離

が
生
じ
つ
つ
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
労
働
委
員
会
を

再
編
し
、
労
働
裁
判
所
を
導
入
し
よ
う
と
す

る
議
論
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
述

の
よ
う
に
労
使
団
体
を
は
じ
め
各
界
の
意
見

が
一
致
し
て
お
ら
ず
、
ま

た
、
労
働
裁
判
所
を
導
入

す
る
と
し
て
も
そ
の
審
級

を
ど
う
す
る
か
（
第
一
審

の
地
裁
レ
ベ
ル
で
設
置
す

る
か
、
第
二
審
の
高
裁
レ

ベ
ル
か
）、
事
物
管
轄
の

範
囲
は
ど
う
す
る
か
、
労

働
委
員
会
と
の
関
係
は
ど

の
よ
う
に
定
立
す
る
か
な

ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
は

多
い
。
さ
ら
に
、
労
働
裁

判
所
が
そ
の
機
能
を
発
揮

す
る
た
め
に
は
労
働
問
題

に
詳
し
い
労
働
専
門
裁
判

官
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
、
人
材
を
い
か
に
確
保

す
る
か
も
大
き
な
課
題
で

あ
る
。 

 
労
使
紛
争
解
決
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
は
、
現
在
進

行
し
て
い
る
司
法
改
革
と

も
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。 

  

〔
注
〕 

　
１
．
地
労
委
へ
の
申
し
立
て
は
、
違
法
行
為
が
あ

っ
た
日
か
ら
三
カ
月
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

地
労
委
の
決
定
ま
た
は
命
令
に
不
服
の
あ
る
場
合
は
、

そ
の
決
定
ま
た
は
命
令
が
送
達
さ
れ
て
か
ら
一
〇
日

以
内
に
中
労
委
に
再
審
査
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
さ
ら
に
、
中
労
委
の
決
定
ま
た
は
命
令
に
対

す
る
取
り
消
し
訴
訟
は
、
そ
の
決
定
ま
た
は
命
令
送

達
の
日
か
ら
一
五
日
以
内
に
行
政
裁
判
所（
第
一
審
）

に
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

２
．
公
認
労
務
士
と
は
、
日
本
の
「
社
会
保
険
労

務
士
」
に
あ
た
る
労
働
問
題
専
門
家
で
あ
り
、
主
に

諸
行
政
機
関
に
提
出
ま
た
は
申
告
す
る
業
務
や
書
類

の
作
成
、
訴
訟
代
理
、
労
働
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。 

 

３
．
韓
国
で
は
、
憲
法
裁
判
所
以
外
の
す
べ
て
の

裁
判
所
を
「
法
院
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

 

４
．
韓
国
で
は
、
日
本
と
は
異
な
り
、
不
当
解
雇

や
不
当
労
働
行
為
を
厳
し
い
処
罰
規
定
を
も
っ
て
禁

止
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
者
が
、
不
当
解

雇
禁
止
規
定
に
違
反
し
た
場
合
は
五
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
三
〇
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
、
ま
た
、
不
当
労
働
行
為
禁
止
規
定
に
違
反
し
た

場
合
は
二
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
二
〇
〇
〇
万
ウ
ォ

ン
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
。 

 

５
．
た
と
え
ば
、
労
働
委
員
会
法
第
八
条
に
よ
れ

ば
、
労
働
関
係
業
務
に
一
五
年
ま
た
は
一
〇
年
以
上

の
経
験
の
あ
る
者
は
一
定
の
要
件
の
下
で
、
中
労
委

や
地
労
委
の
公
益
審
判
委
員
ま
た
は
公
益
調
整
委
員

に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
労
働
委
員
会

の
常
勤
委
員
の
な
か
に
は
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
多

い
。 

 

６
．
「
労
使
関
係
制
度
先
進
化
研
究
委
員
会
」
と

は
、
現
政
権
が
出
帆
し
た
当
時
の
公
約
の
一
つ
で
あ

る
労
使
関
係
の
先
進
化
を
は
か
る
た
め
に
、
二
〇
〇

三
年
五
月
に
組
織
さ
れ
た
研
究
組
織
で
あ
る
。
労
働

問
題
に
詳
し
い
一
五
人
の
学
者
が
集
ま
り
、
三
カ
月

と
い
う
短
期
間
で
労
使
関
係
の
あ
り
方
を
検
討
し
た

後
、
労
働
法
全
般
に
わ
た
る
改
善
策
を
「
労
使
関
係
・

制
度
化
先
進
化
方
案
」
と
い
う
報
告
書
に
ま
と
め
た
。

現
政
権
は
、
同
報
告
書
に
関
す
る
労
使
当
事
者
や
各

界
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、
立
法
に
乗
り
出
す
方

針
で
あ
る
。 

 

７
．
司
法
改
革
委
員
会
『
司
法
改
革
の
た
め
の
建

議
文
』（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
三
一
日
）
一
一
頁
。 


